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　去る 7 月 18 日、江戸東京博物館で本学会のメンバー

21 名と一緒になって今年度の「発掘された日本列島」

展を見学した。鮮やかに復元された甲塚古墳の埴輪を

はじめ全国から集まった数々の出土品をじっくりと観

察できた。21 年目を迎えたこの列島展は、すっかり

考古学界の年中行事になっているが、実は国際交流に

貢献する役割も果たしている。毎年、列島展が紹介す

る遺跡の中から主要なものがいくつか英訳され、日本

考古学協会のホームページに公開されている。 

　その発端は、2002 年に協会の国際交流委員会が「英

語圏に向けて日本の考古学に関する情報をより多く提

供する」課題を検討した際、「どのような情報が必要

とされるだろうか」との問いがあった。それに対し

て、当時は一般会員として当委員会に出席していた私

が、英語圏におけるアジアとくに日本研究の専門家が

参加するいくつかのメーリングリストにアンケートを

流して、意見を収集することになった。2002 年 3 月

の約 2 週間に実施した結果、66 の回答が寄せられた

（うち 7 割が「研究」や「大学レベル教育」に携わっ

ていると答えた）。その中に「いい写真」や「地図お

よび図面」というビジュアルな資料を求める声ととも

に、「学生向き」「大学教育に役立つ」「考古学専門で

ない者でもわかる」など、理解しやすい情報への希望

が多く述べられた。また「列島展の図録の英訳」とい

う具体案も 2 回ほどあった。

　それを受けて、国際交流委員会が主催側の文化庁や

出版社の了解を得て、2004 年より列島展から一部の

遺跡の英訳を日本考古学協会のホームページに載せる

ことになった。毎年、展示される遺跡の中から、委員

会が時代および地域のバランスや話題性を考慮しなが

ら８つぐらいを選別する。そして図録に載っている紹

介文を私が翻訳して、その英訳と写真や図がインター

ネットで公開される。協会ウエブサイトのトップペー

ジ の 左 上 に「Noteworthy Archaeological Sites」（ 注

目すべき考古学遺跡）の言葉にリンクが設けられ、ク

リックすると最新年度の目次ページに着く（現時点で

2014 年 度、http://archaeology.jp/sites/2014/index.

htm）。そこから各遺跡の個別ページへのリンクがあ

り、また目次ページ左上にある「SITE INDEX」とい

うリンクから過去の分の総目次（http://archaeology.

jp/sites/siteindex.html）に着く。そこからは 2004 ～

2013 年度の遺跡の紹介がリンクされている。 

　私は 2010 年に国際交流委員会を退任したが、英訳

は現在までそのまま続けている。こうして 2004 ～

2014 年まで合計 88 遺跡について、列島展の図録に

載っている説明文の英訳および写真や図がインター

ネット上で紹介されている。なかには吉野ヶ里や高松

塚など著名な遺跡や石見銀山のように世界遺産リスト

に最近登録されたものもある。神奈川県の遺跡として

は江戸時代の早川石丁場群・関白沢支群（2007 年）、

幕末・明治の山下居留地（2009 年）、および中世の

下馬周辺遺跡（2014 年）も紹介されている。一般向

きな内容とはいえ、ある程度は海外の方々に受け入れ

られている。私はかつて、韓国考古学を専門とするあ

るアメリカ人から「毎年インターネットに出るのを楽

しみにしている」と直接に言われ、やりがいを覚えた

こともある。 

「発掘された日本列島」展の知られざる側面
—海外に向けた情報発信の役割—

　W. エドワーズ  



　しかし、全てが順調に進んだわけではない。委員会

の検討で遺跡を選択してから、主催側である文化庁に

公開の許可をお願いすることになっている。形式的な

やりとりとなってきた 2010 年に突然、先方が１つの

遺跡の英訳・公開に難色を示した。対象は徳島県鳴門

市の板東俘虜収容所跡だったが、第一世界大戦中にド

イツ兵捕虜の収容施設が調査され、確認された製パン

所や兵舎、合わせて当時の写真等の資料で捕虜の生活

を描く内容であった。なぜか、文化庁より敏感な反応

を引き出した。「戦争に関する歴史認識が訳文により

微妙に変わる危惧がある」との理由で他の遺跡を選ぶ

ようにと、実質的に反対された。 

　それを受けた国際交流委員会は真剣に悩んだ。「既刊

行物中から ... 協会の責任で」選択し翻訳して、協会の

ホームページに公開しようと「適切と判断した項目を

文化庁が変更を指示する」ことは「蓋し越権行為であ

る」云々と議論されたが、結局は飲み込むことにした。

なぜか、反抗することによって万が一文化庁との関係

がまずくなり、将来的に列島展の内容が使えなくなる

のは怖かった。毎年は全国から注目される発掘成果を

集め、写真なども付けて一般向きに編集するという作

業は、協会の１つの委員会が独自で行うには到底無理

な話である。言い換えれば、海外に日本の発掘成果を

紹介するため列島展は非常に便利な資料であって、続

けてその目的に活かしていきたいと思う。

　去る 2015( 平成 27）年５月 9 日土曜日、2015 度の神奈川県

考古学会総会が開催されました。総会終了後には、恒例のかな

がわ考古学トピックスを開催いたしました。総務が司会を務め、

岡本会長からの挨拶に続き、次第に沿って討議が行われました。

議事 1：2014 年度事業報告

　【総務】2014 年 5 月 10 日神奈川県考古学会 2014 年度総会を開

催 ( 於：神奈川県埋蔵文化財センター研修室）、役員会を 2014 年 4

月 16 日、7 月 16 日、11 月 19 日、2015 年 3 月 18 日の 4 回、幹

事会を 2014 年 5 月 21 日、9 月 17 日、2015 年 1 月 21 日の 3 回

実施 ( 於：かながわ労働プラザ）。【会誌】『考古論叢神奈河』21 集を

2015 年 3 月 30 日刊行。【連絡誌】『考古かながわ』52 号を 2014

年 9 月 25 日、53 号を 2015 年 2 月 20 日に発行。【講座】2015 年

2 月 22 日「相模国を創る—古代の役所と寺院—」開催（於：茅ヶ

崎市役所分庁舎 6 階コミュニティホール）、参加 185 名。【発表会】

2014 年 10 月 26 日第 38 回神奈川県遺跡調査・研究発表会開催 ( 於：

横浜市歴史博物館講堂 )、参加 137 名。【見学会】第 1 回 2014 年 9

月６日「発掘された日本列島 2013」展（於：東京都江戸東京博物館）

の見学等、参加 17 名。第 2 回 2015 年 1 月 11 日「かながわの遺

跡展『発掘された御仏と仏具—神奈川の古代・中世の仏教信仰ー』」

展 ( 於：神奈川県立歴史博物館）見学、参加 26 名。第 3 回 2015

年 3 月 21 日「古代高座郡関連の遺跡めぐり―茅ヶ崎市下寺尾官衙

遺跡群をさぐる―」参加 28 名。【ホームページ】Web 版「考古か

ながわ」の管理・運営。【20 周年記念論集】2015 年 3 月 30 日刊行。

議事２：2014 年度収支決算報告

　総務担当から 2014 年度収支決算について収入と支出の内訳の

説明がありました。続いて監事の大上周三氏、鈴木次郎氏から会

計監査の報告が行われ、出席会員の拍手にて承認されました。

議事３：2015 年度事業計画

　【総務】2015 年 5 月 9 日 ( 土 )2015 年度神奈川県考古学会

総会開催。2015 年 4 月 15 日第 1 回役員会開催、以降隔月に

て役員会・幹事会を開催。日本考古学協会総会にて併催の図書

交換会に参加。【会誌】『考古論叢神奈河』22、23、24 集の刊行。

【連絡誌】『考古かながわ』54 号、55 号の発行。【講座】2016

年冬に講座開催予定。【発表会】2015 年 11 月に第 39 回神奈

川県遺跡調査・研究発表会を開催。【見学会】神奈川県内を中

心に発掘調査現場、博物館等で年 3 回程度開催。【ホームページ】

神奈川県考古学会ホームページ Web 版「考古かながわ」の管理・

運営。以上の内容について、拍手にて承認されました。

議事 4：2015 年度収支予算案

　2015 年度予算案 (3 頁参照 ) について、拍手にて承認されました。

議事 5：役員の改選について

　2014 年度までで任期満了の役員 7 名が退任し、新たに 3 名

の役員候補の紹介があり、出席会員の拍手にて承認されました。

　最後に、副会長からの挨拶があり、総会を終了いたしました。

神奈川考古学トピックス 2015：

　今回は、押木弘己氏から「『貞観』紀年銘木簡と伴出土器の

様相」と題して、茅ヶ崎市本村居村 B 遺跡出土の紀年銘木簡

と供出した土器の年代的位置づけについて、また横須賀市教育

委員会の野内秀明氏から「東京湾要塞跡」と題し、国指定史跡

になった明治期の国防に関わる遺構群とその調査成果、保存活

用の取り組みについてお話しいただきました。

総会報告







２０１５年度収支予算（案）
（収入の部）

節 予算額 前年度予算額 比較増減額
3,000 × 325 名＝975,000

雑収入 1,000 5,000 ▲ 4,000

繰越金 2,240,651 2,077,012 163,639

合計 3,416,651 3,290,012 126,639

（支出の部）
節 予算額 前年度予算額 比較増減額

190,000 200,000 ▲ 10,000 ①連絡費 50,000 　総会案内状、会費納入依頼等発送

②事務費 30,000
④行事開催費 5,000 　総会・トピックス会場使用料

⑥借上費 25,000
⑦旅費 50,000
⑧手数料 30,000 　会費等振込手数料

1,610,000 1,110,000 500,000 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付、20周年記念論集発送

②事務費 5,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 1,600,000
160,000 160,000 0 ①連絡費 3,000 　事務連絡等の送付

②事務費 7,000 　会議資料作成

③印刷費 150,000
269,000 269,000 0 ①連絡費 10,000 　事務連絡等の送付

②事務費 9,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 200,000
④行事開催費 35,000
⑤謝礼 15,000

338,000 338,000 0 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付

②事務費 3,000 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 250,000

④行事開催費 35,000
⑤謝礼 45,000

90,000 91,000 ▲ 1,000 ①連絡費 55,000
②事務費 5,000 　会議資料作成、消耗品購入

④行事開催費 20,000
⑤謝礼 10,000 　協力者謝礼

40,000 40,000 0 ②事務費 15,000 　会議資料作成、ソフトウェア・消耗品購入

⑤謝礼 5,000 　協力者謝礼

⑥借上費 20,000 　サーバー使用料

85,000 335,000 ▲ 250,000 ①連絡費 5,000 　事務連絡等の送付

②事務費 0 　会議資料作成、消耗品購入

③印刷費 80,000

予備費 634,651 747,012 ▲ 112,361

合計 3,416,651 3,290,012 126,639

　連絡誌52号・53号の発行

連絡誌費

発表会費

見学会費

講座費

ＰＤＦ化

ホーム
ページ運

営費

説明

会費
(会員数328名、内３名は2014年度に納入済み)

発表会要旨・考古論叢・講座要旨等売上

説明

0

預金利子/雑収入等

  既刊行物のデジタル化

　講座要旨および前年度記録集の発行、チ
ラシ印刷および発送

　第38回発表要旨発行、チラシ印刷および発送

　外部講師依頼 15,000円×1人

　会場借上、会場博物館の展示入場券購入

　案内状等送付

　外部講師依頼 15,000円×3人

　博物館入館料等

議事４　２０１５年度収支予算

　会場借上、会場博物館の展示入場券購入

　会議資料作成、既刊行物発送、消耗品購入

会費 ▲ 33,0001,008,000975,000

　考古論叢21～24集発行・発送

　役員会等、会議交通費（2013年度分）

事務局費

会誌費

　役員会等会場使用料

機関誌等
売り上げ

200,000 200,000



 
平成 27年度第 1回見学会参加記

『発掘された日本列島 2015　
　新発見考古速報』見学記

渡辺　務

　９月６日（土）午後、東京都江戸東京博物館で開催

されている「発掘された日本列島 2014」を見学しま

した。９月に入ったばかりで少し蒸し暑い日でしたが

会員 17 名の参加がありました。今回の展示は、「発

掘された日本列島」展 20 周年を記念した「20 周年

記念　日本発掘」と震災復興関連調査速報展「復興の

ための文化力」、最新速報展の３部構成でした。　

　多くの展示スペースを割いていた「20 周年記念　

日本発掘」は、過去に展示された旧石器時代から中世

まで、史跡・特別史跡資料を含む横綱級 39 遺跡の展

示です。このような速報展が開催され、20 年が経過

したということですが、積み上げられ続ける遺跡調査

と出土資料から私たちは何を学んできたのでしょう

か？この間、私たちは阪神・淡路大大震災と東日本大

震災という二度の大きな災害を体験しました。その対

応は日本考古学が取り組んできた復興と支援という開

発と文化財保護との葛藤の足跡と捉えられます。まさ

にその取り組みは展示第２部のテーマ「復興のための

文化力」と言えるものです。災害復旧という一刻も猶

予のない、被災された人々の生活を再構築するという

行為の中で、詳細な遺跡調査を実施し文化財保護を遂

行することこそ、日本の本当の「文化力」と言えるの

でしょう。

　もう一つ私たちが決して忘れてはならないのは「旧

石器時代遺跡捏造事件」です。因みに手元の図録をみ

ると、第１回「発掘された日本列島 1995」では旧石

器時代遺跡として「上高森遺跡」が展示されています。

それは日本旧石器時代が世界史的「原人」レベルを持

つと「提示・保証された瞬間」でした。その顛末は、

科学・歴史学としての日本考古学の在り方が大きく問

われる結果となりました。果たして、私たち考古学に

係わるものすべてが、「当事者意識」を持って対応で

きたのか？私たちはこれからも問い続けなければなら

ないとの思いを強く持ちました。

　2015 年７月 18 日 ( 土 )、東京都江戸東京博物館を

会場に開催された『発掘された日本列島　2015』を

見学会として参加してきました。

　当日は台風の影響がまだ残る南風の強い時折雨もぱ

らつく生憎の天気でしたが、会長・副会長以下見学会

役員も含めて 22 名の参加者が博物館３階「江戸東京

ひろば」に集合しました。最近この行事に参加する会

員の皆さんの顔ぶれが固定化しつつあるのではないと

気にはなっていたのですが、昨年入会した会員の方も

参加され一寸だけ安心しました。まずは恒例の参加者

全員で記念写真撮影からスタートと例年通りのスケ

ジュールで始まりました。

　今回の列島展は「新発見考古速報」と題し、注目の

全国 19 遺跡の速報展示と、「復興のための文化力」と2014 年度第 1回見学会のようす (９月 6日開催）　

平成 26年度第 1回見学会参加記

『発掘された日本列島』展の回顧と未来
―見学会に参加して―

小池　聡



写真 1: 文化庁担当者の説明に耳を傾ける見学者　

 平成 26年度考古学講座

『相模の古代を創る』

東　真江

題した東日本大震災の復興と埋蔵文化財保護の両立を

図るテーマ展示、「全国史跡整備市町村協議会50周年」

を記念し、史跡整備の２遺跡の紹介からなる３部構成

でした。　この３部構成の展示も固定化しつつあり、

個別の展示に工夫は見られましたがまた違った展示も

見てみたいと感じました。個人的にはやはり新発見考

古速報の展示が全国から選りすぐられた注目の遺跡の

情報を僅かな交通費だけで知ることができるのが列島

展のメリットではないかと思っています。また展示に

かかわった文化庁の係りの方から展示解説を伺いなが

ら見学することができるのも、より理解が深まる見学

の仕方だと思います。なお今回の展示解説が始まるま

で 30 分以上待ち時間があったのは参加者の平均年齢

を考えると配慮に欠け、事前に説明開始の時間を調べ

て集合時間を設定していただけるよう次回以降の見学

会の改善点として指摘しておきたいと思います。

　今回展示の目玉は、入り口部に並ぶ栃木県下野市の

甲塚古墳から出土した埴輪群で、ポスター・パンフレッ

ト・入場券にも写真が使用されたものでした。しかし

最も注目すべき埴輪は残念ながらこれらの写真には使

用されなかったものでした。その埴輪は、白地に真っ

赤な水玉をあしらった衣装を身にまとい地機を織る女

性の埴輪と、白い化粧土が塗られた白馬の埴輪でした。

二つの埴輪はいずれも彩色の残りが悪く、女性の埴輪

は頭部が見つからなかったため写真からはずされてし

まったのではないかと勝手に想像しました。この埴輪

は水玉で有名な現在のアート作家の作品にも通じる目

を引くもので古墳に樹立されていたときもひときわ目

立つ埴輪であったろうと思います。この他、九州の大

宰府関連遺跡から見つかった階級を示す石製のベルト

の飾りが大宰府長官クラスの人物が身に着けるもの

で、その人物は我々も良く知っている有名な人物 ( 係

りの方から、誰でしょうかと宿題にされました ) が身

に着けていた可能性が高い。という説明に皆さん興味

津々みたいでした。また展示品の中で唯一、紫の袱紗

の上に鎮座していた中国産の完形の青磁はやはりひと

きわ異彩を放っていました。そしてお酒の好きな私が

思わず注目したのが、あの電気ブランで有名な神谷伝

兵衛が茨城県牛久市に作ったシャトーカミヤ旧醸造施

設が調査され紹介されていたコーナーでした。文化庁

の係りの方の説明終了後、質疑応答を行ない皆さん満

腹状態で今回の見学会は解散となりました。

　その後、まだ行けるという有志は旧新橋停車場　鉄

道資料展示室を目指して新橋駅に移動し、現地保存さ

れている旧新橋停車場駅舎やプラットホームの一部な

どを見学しました。また展示室では企画展の ｢野球と

鉄道｣ を見学しましたが、男性の比率が高かったため

か鉄道のためか、本来の見学会以上の興味の示し方を

見せている方もいらっしゃいました。

　見学後は反省会を行ないましたが、ボランティアの

学生に本人の勉強のためだから質問すべきか否かなど

の話題で一頻り盛り上がりました。また今後の活動に

ついて役員の皆さん方は相談されていました。私は見

学を終えてみて、調査に時間とそれに見合う費用が準

備される遺跡や、保存される極一部の遺跡と、そうで

はない大多数の遺跡との違いは何か。両者の差はいっ

たいどれ程のものなのかなど、根本的なことが頭の中

を巡ったまま帰路につきました。

写真２: 集合場所に会した参加者のみなさん
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　21 世紀に入り、大規模な発掘調査が激減してきましたが、ここ数

年の神奈川県では、開発に伴う広範な緊急発掘調査の事例が増加の

傾向にあります。史跡指定にまで漕ぎ着けられた遺跡の何倍もの遺

跡が記録保存という名の発掘調査の末に消えさっています。緊急発

掘で明らかにされる新たな知見は、遺跡の破壊と裏腹の関係にあり

ます。発表会や見学会はその貴重な成果に直に触れられる好機です！

　ぜひ、ふるってご参加ください！！

編集後記
●　本誌 53 号のセピア考古学雑記にてインタビューにお答え

いただいた小川裕久さんのお名前が冒頭のご紹介記事の部分

にて「裕之」となっておりました。正しくは、「裕久」さんで

す。お名前を誤植するという大変な失礼をしてしまいました。

ここに記してお詫び申しあげます。

●　2014 年度の見学会記は、小池聡さんから見学会直後にご

寄稿いただいていましたが、連絡誌側の不手際により、2 号

遅れの掲載となってしまいました。大変失礼をいたしました。

●　2008 年度から 2014 年度までの 6 年間にわたり役員

として当会の運営と発展に尽力されてこられた山田光洋さ

ん、永田史子さん、中三川昇さん、井出智之さん、服部み

はるさん、鯉渕義紀さん、橋口豊さん、お疲れさまでした。

●　新たに役員に着任された村澤正弘さん、平山尚言さ

ん、齋藤真一さん、よろしくお願いいたします。

お詫びとお知らせ

第39回遺跡調査発表会を開催いたします！
今回の発表会では、最新の調査・研究成果の発表とともに、ここ数年県下の発掘調査で成果の著しい

伊勢原の中世遺跡にスポットをあてて、都市鎌倉との比較を試みています。
みなさま、こぞってご参加ください！！

日時：2015 年 11月 15日（日）　10時〜 16時 40分
会場：横浜市歴史博物館　申込不要・入場無料　※発表要旨は当日実費にて頒布
同時開催：図書交換会　
主催：神奈川県考古学会　　共催：横浜市歴史博物館
後援：神奈川県教育委員会／横浜市教育委員会／川崎市教育委員会／相模原市教育委員会／　　　
（公財）かながわ考古学財団
特集テーマ：中世の鎌倉と伊勢原　
特別講演：玉林美男氏（鎌倉市教育委員会）　「鎌倉市の寺院遺跡について」
発表遺跡：
　（AM）塚越古墳 (川崎市）、上粕屋・和田内遺跡（伊勢原市）、大蔵幕府跡（鎌倉市）
　（PM）子易・中川原遺跡／子易・大坪遺跡（伊勢原市）、浄業寺跡 2次／三ノ宮・上竹ノ内遺跡（伊
勢原市）、神成松遺跡第 6地点（伊勢原市）、北仲通一丁目遺跡（横浜市）

　※詳しくは、同封の発表会案内チラシをご覧下さい。
　※開催会場への直接のお問い合わせはご遠慮願います。


